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市⾧と語る会（皇徳寺校区）対応方針
番号 発言者 関係部局

1 皇徳寺校区
コミュニ
ティ協議会

　皇徳寺校区コミュニティ協議会では、今年度
から始まる５か年のコミュニティプランの中
で、交流活動の充実を図るためにホームページ
を開設したいと考えている。
　このホームページでは協議会構成団体の情報
や地域の情報及びインスタグラムやLINEの貼り
付けなど、地域情報だけでなく地域住民のコ
ミュニケーションのツールにできないかと思っ
ている。
　市のほうでも今年度から第５次地域情報化計
画がスタートしているが、第４次計画からの引
継ぎ課題として「地域コミュニティにおける情
報交換など、新たなＩＣＴ利活用策が必要」と
なっている。
　コミュニティ協議会や町内会が地域の情報化
を進めやすいように、市でも支援策を考えても
らいたい。

　本市では、町内会が広報活動を行う際に必要
な備品の購入費用や町内会活動の活性化につな
がる費用の一部を補助しており、ホームページ
作成に必要なパソコンの購入やアドバイザーの
派遣費用についても、補助の対象となるので、
ご活用いただきたい。
　地域のコミュニケーションツールとしての
LINEやインスタグラム等の活用など、町内会活
動等のデジタル化に向けた支援策についても検
討してまいりたい。
　併せて、町内会活動に関わる方の負担軽減も
考えていきたい。町内会費の徴収や回覧板の回
覧など、どの町内会でも共通する課題につい
て、ＩＣＴを活用することで解決を図れないか
検討しているところである。
　また、他の町内会やコミュニティ協議会にお
ける好事例等の発信も本年８月より行っている
ので、参考にしていただきたい。

市民局

総務局

【市民局】
　市長回答のとおり。

【総務局】
　市長回答のとおり。
（なお、各事業課のＩＣＴ活用検討にあ
たっては、協力し、連携していく。）

2 皇徳寺市営
住宅 寿会

　皇徳寺団地の市営住宅では、若い世代の入居
がなく、空き部屋が目立ち、住民の高齢化が進
んで活気がなくなりつつある。
　70歳以上は町内会活動への参加を免除してい
ることもあり、毎月の清掃活動への参加率は1/3
から1/2程度である。
　そのため､若い世代の住民に町内会活動の負荷
や偏り､役員が回ってくる頻度も極端に高くなっ
てきている。
　忙しくて自分たちで手が回らない作業などを
業者に外注したいが、入居世帯が少なく町内会
の財政状況も厳しいため頼めず、草が伸びて荒
れてしまっているところもある。
　さらに、こうした担い手不足の状況を聞い
て、入居を検討していた若い世代が入居を遠慮
してしまうケースもあり、ますます悪循環に
陥っている。
　以前、住宅課に問い合わせたところ、災害等
に備えて空き部屋を確保する必要があるとのこ
とだった。皇徳寺でここまで確保する必要があ
るか疑問である。
　こうした状況を市長にも知ってもらうととも
に、市営住宅への若い世代の入居促進や空き部
屋対策など活気ある市営住宅であるために鹿児
島市としてどのように考えているか聞きたい。

　コミュニティ促進のために空き部屋が多い状
態は好ましくないと考えている。
　入居を促進するために、年４回の定期募集で
応募がなかった部屋については、いつでも申込
可能としており、特に、若い世代の入居につい
ては、新婚・子育て世帯向けの募集枠を設ける
などの対策を行っている。
　また、空き部屋の状態が継続して発生してい
るケースについて、市営住宅としての用途以外
での空室の有効活用策等についても検討を始め
ており、これらの施策が市営住宅の活性化につ
ながればと考えている。他都市の事例として
は、福祉系の施設を入れたり、社宅として貸し
出したりする事例もあるようである。駐車場や
共有スペースも含めて、活性化を図っていきた
いと考えているので、ご理解いただきたい。
　皆様からも、このような機能が欲しい、この
ような方に入ってもらいたいなどのご意見等が
あれば教えていただきたい。
　なお、災害等に備えた空室の確保について
は、全市的に取り組んでいるところだが、皇徳
寺住宅においては該当はない。

建設局 【建設局】
　市営住宅の入居者は全市的に減少が続
いており、皇徳寺住宅についても同様で
あるが、若い世代向けの募集枠を引き続
き設けるなど、入居の促進に努めてまい
りたい。
　なお、空室の有効活用策等については
市長回答のとおり。

発言内容 市長回答 検討結果、今後の方針等
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市⾧と語る会（皇徳寺校区）対応方針
番号 発言者 関係部局発言内容 市長回答 検討結果、今後の方針等

3 皇徳寺台東
町内会

　当町内会には築30年超の集会所が５箇所あ
り、雨漏りなどで今後多額の補修費用を要する
状態にある。
　集会所の建替え・補修については、現在の市
の補助金では１町内会１集会所のみが対象と
なっていることから、複数の集会所に対する補
助を検討いただきたい。

　集会所の建築・改修等に対する補助制度を開
始した平成９年当時は、集会所を所有していな
い町内会が多く、新たな集会所を整備する際の
負担軽減を主な目的としていたため、公平性を
期すため１町内会につき１集会所を対象とした
経緯がある。
　ご要望のとおり、近年は集会所の新築より
も、既存施設の改修に対するニーズが高まって
いることから、地域の実情を踏まえ、補助対象
範囲の見直しについて検討したいと考えてい
る。

市民局 【市民局】
　市長回答のとおり。

4 やまびこ○
ひかり子ど
も劇場

　谷山サザンホールについて、ホールの定員数
に対して駐車場台数が少ないと感じている。
　谷山地域は車移動が必須であり、なるべく乗
り合わせをしたり、近隣の支所や小学校にご協
力いただき駐車場を確保しているが、それでも
足りない時がある。また、仕事帰りの方が開演
間際にいらっしゃった時に、駐車場が無くて
困っている状況も多々ある。
　ホールの定員数に対応する駐車場の整備を検
討いただきたい。

　定員800人に対して駐車場が少ないという実情
は把握しているところである。
　施設の駐車場が74台あるほか、不足が見込ま
れる場合は、近隣の谷山支所で最大50台、谷山
小学校で最大40台分の駐車スペースを開放して
対応しているほか、周辺の民間駐車場約150台分
を掲載した案内図を配布し、ご案内している。
　周囲に空き地がなく、駐車場を拡げることは
難しいため、公共交通機関の利用や、乗り合わ
せでのご来館へのご協力をお願いするほか、イ
ベント主催者の方からも駐車場を案内していた
だけるよう案内図の提供などを行っていきた
い。
　なお、谷山支所の駐車場については、マイナ
ンバーカードの申請の関係で混み合い、迷惑を
かけているが、概ね今年度で落ち着いてくるも
のと思われる。

市民局 【市民局】
　市長回答のとおり。
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市⾧と語る会（皇徳寺校区）対応方針
番号 発言者 関係部局発言内容 市長回答 検討結果、今後の方針等

5 皇徳寺台西
町内会

　櫓山(ろやま)地区のがけ崩れ防災工事(急傾斜
地崩壊対策事業)について、速やかな手続きの実
施と早期着工を市からも県へ進言してほしい。
　近年気候変動で温暖化による降水量の増加、
更に線状降水帯などが原因でがけ崩れなどが多
発している。地域住民の不安を早く払拭してあ
げたい。

　櫓山地区の急傾斜地崩壊対策事業について
は、地域の皆さまから本市へ工事の承諾書と申
請書を提出いただき、現在、内容を本市におい
て精査中である。確認ができ次第、速やかに県
へ書類を提出したい。
　また、その際には、地域の安全性の早期確保
のため、事業の早期着手を県へ要望したいと考
えている。
　現在、急傾斜地崩壊対策事業については、国
が「防災・減災、国土強靭化のための５カ年加
速化対策」を進めており、国・県ともに大変積
極的に取り組んでいただいているところであ
り、この機会を逃すことなく、しっかりと県・
国へ伝えていきたい。

建設局 【建設局】
　市長回答のとおり。
（補足）
　12月１日に県へ申請書を提出。
　地域の安全性の早期確保のため、事業
の早期着手を県へ要望した。

6 宮川校区コ
ミュニティ
協議会

　皇徳寺団地では、公共交通機関である路線バ
スの便数が減少し、高齢化が進む中で不便を感
じている。宮川校区内の五ヶ別府など高齢者の
多い地区と団地内でも事情は異なる。
　広木駅を利用すれば中心市街地へ行くことが
でき、生活の利便性向上につながる。高齢者が
外に出る時間帯等も考慮していただき、皇徳寺
団地から広木駅への「あいばす」を増便してい
ただきたい。

　「あいばす」が皇徳寺・宮川地区の地域の足
として根付いていることを改めて認識した。
　利便性を高めていくことが運行継続にもつな
がるので、ダイヤについてはどの時間帯がよい
のか、皆さんと相談させていただきたい。
　また、中期的な課題になるが、「あいばす」
に加えて新たな交通体系を入れないといけない
と考え、内部で検討しているところである。ス
マホによるオンデマンド予約でルートを組むな
ど、ＩＴを使った方法等が考えられる。手を挙
げていただいた地域において実験を始めること
になると思うので、その際はぜひご参加いただ
きたい。

企画財政局 【企画財政局】
　「あいばす」については、地域住民と
協議しながら、適宜、運行ルートやダイ
ヤの見直しを行うなど、利便性と効率性
の向上に取り組むことが必要であると考
えており、いただいたご意見について
は、複数のルートを１台で運行している
ことを踏まえ、運行ルート及びダイヤの
大幅な見直しを行う際の参考にさせてい
ただきたいと考えている。
　また、ＡＩオンデマンド交通など、Ｉ
ＣＴを活用した取組については、利用者
の利便性向上につながる面もあることか
ら、今後、調査を進めたいと考えてい
る。
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市⾧と語る会（皇徳寺校区）対応方針
番号 発言者 関係部局発言内容 市長回答 検討結果、今後の方針等

7 楽交楽皇 　皇徳寺小学校や宮川小学校は児童数が減少す
る一方、近接する中山小学校などでは児童数が
激増して過大規模校となっている。
　児童数が増加している校区から皇徳寺小学校
や宮川小学校への通学が選択できるようなった
との新聞報道があり、皇徳寺小や宮川小として
は歓迎するところだが、通学方法に課題が残
る。遠方のため徒歩通学が難しく、自家用車通
学になれば交通渋滞の発生が懸念される。安全
確保の観点からもスクールバスの導入など検討
していただけないか。

　中山小学校は過密状態となっており、ゆとり
ある教育環境で子どもたちに教育を受けさせた
いと考える保護者の方もいらっしゃると考える
ことから、周辺の小学校への通学を認める方針
としたところである。
　スクールバスに関しては、現在、運転手の確
保が難しく、バスの運行は考えていないが、一
定の距離を通学すると負担がかかるため、保護
者への補助について速やかに検討したいと考え
ている。

教育委員会 【教育委員会】
　周辺小学校への通学については、市長
回答のとおり。
　中山小学校区から近隣校への通学費の
補助については、現在検討中である。

8 手織り工房
わくわく本
舗

　地方創生や地域活性化が叫ばれる中、織物の
体験学習を通じた地域活性化の活動を行ってい
る。
　活動のプラットフォームを持たず、県内各地
で活動する団体が、各地域に入っていく中にお
いて、地元の自治会などの理解がなかなか得ら
れず、集会所やトイレなどの活動場所の確保に
苦労している状況にある。
　ＮＰＯや団体にとって、活動のしやすい環境
の整備をお願いしたい。

　本市では、地域で活動されている様々な団体
で構成される「地域コミュニティ協議会」が全
ての小学校区単位で設立されている。
　構成団体の情報や協議会が行う地域の活動に
ついては、各協議会で作成された｢コミュニティ
プラン｣に記載されており、本市のホームページ
でもご確認いただけるので、ぜひご覧いただき
たい。
　まずは、それぞれの地域の窓口となる各協議
会の事務局にお尋ねいただきたいが、本市の各
支所等でもお繋ぎすることも可能なので、ご相
談いただきたい。
　また、場所の確保に関し、本市が管理する地
域公民館などの公共施設については、インター
ネット上で利用者登録や予約、利用料の支払い
までできるよう予約システムの改修を行ってい
るところである。
　利便性を高めながら、地域活動に取り組まれ
る方々が活動しやすい環境づくりに取り組んで
いきたい。

市民局

教育委員会

【市民局】
　市長回答の通り。

【教育委員会】
　市長回答のとおり
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市⾧と語る会（皇徳寺校区）対応方針
番号 発言者 関係部局発言内容 市長回答 検討結果、今後の方針等

9 皇徳寺台西
町内会

　町内会は、市の補助機関として様々な役割を
果たしている。例えば、ごみステーションの管
理、防犯灯の設置と補修、交番･公民館･学校か
らの広報、緑化活動等、市と連携しながら活動
しているところである。
　近年、脱会者が増加し、市からの広報が徹底
しなくなる。また、防災訓練等への参加も限ら
れる。
　市の衛生連や防犯部の集まり等でもこの件が
問題となり、それぞれで対策を考えているが、
個々ではなく市全体として統一した形で、脱会
者対策を一緒に考えてほしい。例えば、何らか
の縛りを設けることで町内会としても活動しや
くなると思う。
　また、市の職員は９割方加入しているが、県
の職員になるとなかなか入っていただけず困っ
ている。

　市民のひろばや市政広報番組を活用した広報
をはじめ、転入・転居手続きなどの機会を捉え
て町内会活動の周知や加入促進を図っていきた
い。
　また、職員に対しては、退職者も含めて、毎
年度、町内会への加入並びに地域活動への積極
的な参加を強く要請し、地域社会の一員として
の自覚を促しているところである。
　県職員の加入については、機会を捉えて県に
お願いをしたい。

市民局 【市民局】
　市長回答のとおり。
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番号 発言者 関係部局発言内容 市長回答 検討結果、今後の方針等

10 皇徳寺校区
コミュニ
ティ協議会

　皇徳寺団地内には多くの公園があるが、遊具
の数が少なかったり、壊れている箇所が見られ
るため、遊具の増設や修繕をお願いしたい。

　遊具を使っている子どもたちがけがをしない
よう、危険なものがないかしっかり点検を行
い、必要なものから修理をしたい。遊具の数に
ついては、他の地区との比較も必要になるた
め、調査をさせていただきたい。
　また、アイデアベースであるが、ネーミング
ライツのような制度で地域の企業の方などに協
力いただき、手入れなどに活用させていただき
ことはできないか、考えている。
　利用環境の向上と予算との両立を図れるよ
う、知恵を絞っていきたい。

建設局 【建設局】
 遊具の数については、他の地区とほぼ
同等であるため、遊具の増設は現在のと
ころ考えていないところである。
《１公園当たりの遊具数》
　皇徳寺地区 5.3基（19公園、101基）
　星ヶ峯地区 5.7基（26公園、149基）
　桜ヶ丘地区 5.7基（15公園、 86基）
　遊具の修繕については、巡視職員によ
る日常の点検に加え、委託業者により年
1回遊具の点検を実施し、必要に応じて
修繕などを行っており、安全確認に努め
ているほか、公園施設長寿命化計画に基
づき、施設の計画的な改築・更新を行っ
ている。
　現在、令和２年度から一部の公園で試
行的に、地域の方々に草刈や中低木の剪
定などの維持管理を行う地域コミュニ
ティ公園管理事業を実施しており、令和
５年度からの本格実施に向け検証を行っ
ている。
　今後は、本事業の普及拡大を図り、市
民と地域の様々な団体の方が協働・共創
しながら、都市公園の管理運営を行う、
パークマネジメントの導入を検討し、維
持管理費の縮減に努め、利用環境の向上
に取り組んでまいりたいと考えている。
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